
 

 

 

 

進路指導部が発行する「進路だより」では、進路に関わる様々な情報をお伝えしています。今回

は進路の手引きや進路に関する調査・進路希望調査でいただいた質問にお答えします。 

 

 

 「進路の手引き」は、本校進路指導部が毎年発行している冊子で、保護者の皆様に向けて、進路

に関する情報を分かりやすくお伝えすることを目的としています。すでに相談支援員の方とつなが

り、各事業所の見学や体験に取り組まれている御家庭もあれば、「何から始めればよいのか分から

ない」「まずは情報が欲しい」という御家庭もあるかと思います。そのようなときには、ぜひ「進路

の手引き」を御活用ください。社会福祉サービスや障害年金の制度解説をはじめ、進路選択に役立

つ様々な情報を掲載しています。今年度も内容を一部見直し、小学部１年生・４年生、中学部１年

生、高等部１年生の御家庭に配布いたします。 

下記のＱＲコードを読み取っていただくと、スマートフォンやタブレット端末からも、本校ホー

ムページ上で最新版のＰＤＦファイルを御覧いただけます。ぜひ一度御確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も各調査に御協力いただきありがとうございました。調査を通して、進路についてのお

悩みをいただきましたので、お答えしたいと思います。 
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「進路の手引き」を御活用ください！ 

スマートフォン、 

タブレット端末は 

こちらから 

 

～今年度の主な改定箇所～ 

・「進路関係の主な行事」、「進路先決定までの流れ」 

⇒就労選択支援事業における実習について加筆しました。 

・「施設紹介」 

 ⇒昨年度の卒業生が利用している事業所を追加しました。 

・「障害年金」 

 ⇒今年度の支給額に変更しました。 

進路に関する調査、進路希望調査への御協力、ありがとうございました！ 

 

ぜひ「進路の手引き」を御活用ください。「施設紹介」のページには、本校を卒業した先輩

方が実際に進路先に選択した事業所を掲載しています。見学の申込について、保護者の方から

直接事業所に御連絡していただくか、進路指導部が間に入って日程を調整することも可能で

す。気になる事業所がありましたら御相談ください。また、複数の事業所を集めての相談会を

開催している自治体もあります。一度にいろいろな事業所を知ることのできる貴重な機会です

ので、ぜひ御参加ください。近年では、知多地域にとどまらず、豊明市や名古屋市南区など、

他地域の事業所を検討される御家庭も増えてきています。本校にこれまで実績のない地域につ

きましても、近隣の特別支援学校と連携し、情報提供が可能な場合があります。御関心のある

方は、ぜひ進路指導部までお問い合わせください。 

 

 

 

Ｑ１ 事業所の情報が欲しいのですが、どのように探せば良いでしょうか。 



 

 

 

 

  〇 就労継続支援Ａ・Ｂ型事業所を希望される場合 

まずは車椅子での利用が可能か、肢体不自由の方に対応できる環境かを確認しましょう。

多くの事業所は精神・知的障害の方を主な対象としており、介助体制が十分でない場合があ

ります。特にＡ型は自力通勤が条件となることが多く、Ｂ型でも送迎の有無や利用条件は事

業所ごとに異なります。本来は作業内容や工賃で選ぶことが望ましいですが、まずは「受け

入れ可能か」の確認が重要です。「進路の手引き」掲載の事業所は本校卒業生の受け入れ実績

がありますので、見学を通して状況を御確認ください。また、昨年 10月より就労選択支援事

業が開始されており、Ａ型・Ｂ型を希望する場合は、高校２年生の夏季休業中に 10日間の実

習（今年度のみ５日間）が必要です。不明な点は進路指導部までお問い合わせください。  

〇 生活介護事業所を希望される場合 

   事業所ごとの運営方針や生活環境を確認しましょう。作業を中心に工賃が支払われ、Ｂ型

の利用が難しい方にとっても働く場となる場合があります。一方で、創作活動やレクリエー

ションを重視し、生活の充実を大切にしている事業所もあります。また、看護師が常駐し、

医療的ケアに対応している所もあります。近年、本校卒業生の利用が多い事業所では、５日

間の受け入れが難しくなっています。複数事業所の併用も視野に入れ、早めの見学をおすす

めします。   

〇 大切にしたいこと 

事業所を選ぶうえで何より大切なのは、「お子様が安心して通えるかどうか」です。条件や

内容だけを見ると魅力的に感じられる事業所でも、実際に利用してみると「少し違うかもし

れない」と感じることがあります。まずは実習や体験利用を通して、お子様がどのような様

子で過ごしているかを見ていただくことが大切です。また、学校との環境の違いについて御

理解いただくことも必要です。教育現場では多くの教員や介護員、看護師が支援にあたって

いますが、福祉施設において同様の体制を整えることは、設備や人員の面から難しいのが実

情です。御希望を大切にしながらも、どのような点で折り合いをつけていくか、いわば「引

き算」の視点で考えていくことも重要です。 

 

 

 

 

例年、外部講師を招いて開催しておりました進路指導研修会ですが、本

年度は進路指導主事の杉崎が講師を務めます。本校の進路を担当して４年

目となり、これまで多くの御家庭の進路指導に携わってまいりました。ま

た、進路先となる企業や事業所、関係する支援機関の皆様からも、様々な

御意見を頂戴しております。当日は、これらの情報を保護者の皆様と共有

し、近年の進路選択の現状や課題、進路を検討する際の視点等についてお

話しする予定です。今年度は９月 24日（木）に開催いたします。詳細につきましては、１学期末に

御案内いたします。ぜひ御参加ください。 

 Ｑ２ 事業所選びのポイントはありますか 

 

進路指導研修会「本校の進路指導の現状と課題について」 


